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●生活福祉資金貸付制度による生活困窮者支援
●岐阜県社会福祉協議会役員 選任
●岐阜県共同募金会役員 選任
●地域密着型 笑顔で元気に活動 下呂市民生委員児童委員協議会
●福祉のお仕事魅力発信イベント第１弾 
　　　　福祉の職場体験オンラインツアー
●子どもの居場所活動紹介コーナー
●お知らせ
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（ 1）（第726号） 毎月15日発行　令和５年７月15日発行

　令和５年６月１１日（日）、関市わかくさプラザ 
学習情報館 多目的ホールにて、福祉のお仕事フェ
アｉｎ中濃地域を開催しました。
　当日は、多くの求職者が来場され、個別ブースで
の求人事業所の説明に熱心に耳を傾けていました。

※この機関誌は、赤い羽根共同募金の配分により発行しています。

「福祉のお仕事フェアin中濃地域」を開催しました



（第726号）（ 2）毎月15日発行　令和５年７月15日発行 

課題の発生

●緊急的な
費用の支払

●失業

●進学

●入院●介護

生活福祉資金を活用した住民支援のイメージ

●資格取得

●住宅環境の整備

安定した生活・自己実現

病院

不動産鑑定士

フードバンク

就労支援機関
・若者サポートステーション
・中高年就職支援センター

学校

地域包括支援センター

障害者相談支援事業所

弁護士

ハローワーク

滞納の発生は世帯からのSOS

民生委員（民児協）
との連携

・困りごとを抱えた住民
の発見、見守り

生活困窮者自立支援
　 制度との連携
・自立相談支援事業
・家計改善支援事業
・就労準備支援事業

・子どもの学習・生活支援事業

社協事業との
連携

・CSW
・日常生活自立支

援事業
・独自貸付 他

行政との連携
・生活保護課（福祉事務所）
・子ども家庭支援課
・介護保険福祉課 他

相談者の状況に応じた迅速な
貸付を実施。
一時的な費用の支払が必要な
背景について分析し、貸付の
みで終わるのではなく、その課
題解決に向けた支援が必要。

本人の就労支援や修学支援を
他機関等と連携して実施。
貸付後にも新たな課題が発生
しやすいことが考えられ長期的
な見守り支援が必要。

これまでの生活を維持し、変わ
らず地域で生活していくため、
地域の支援機関とも連携しな
がらの見守り支援が必要。

貸
付

相
談
支
援

社協としての相談の受け止め

課題解決・自立に向けた支援

再び課題解決に
向けた支援の実施
(償還指導)

・再アセスメント
・他機関へのつなぎ
・償還猶予等の支援

社会資源と連携した
ニーズの発見と支援の実施

生活福祉資金生活の質を維持するため
の貸付
⇒福祉費、

不動産担保型生活資金

緊急的な貸付
⇒緊急小口資金

将来の経済的な自立に
向けた貸付

⇒教育支援資金、
総合支援資金

生活福祉資金貸付制度による生活困窮者支援
生活福祉資金貸付制度とは

資金の種類と対象世帯

これからの生活福祉資金貸付事業のあり方に関する検討委員会　報告書　参照

　生活福祉資金貸付制度は、低所得世帯、障害者または高齢者世帯を対象に資金の貸付と相談支援を行う
ことにより、安定した生活を送れるようにすることを目的としています。
　貸付にあたっては、申請窓口である市町村社会福祉協議会をはじめ自立相談支援機関、民生委員等の協
力を得て適切な運用に努めています。

※掲載内容の他、申請にあたってはいくつかの要件があります。

※掲載した資金種のほか、不動産担保型生活福祉資金などの貸付もあります。
※貸付には審査がありますので、詳細につきましてはお住まいの市町村社会福祉協議会へ問合せください。

福祉資金　 緊急小口資金

福祉資金　 福祉費

総合支援資金

教育支援資金

緊急かつ一時的に世帯の生計維持が
困難となった場合（要件あり） 10万円以内 生 活 支 援 費 生活再建までに必要な

生活費用

（単身）
　 月15万円以内
（2人以上）
　 月20万円以内

住 宅 入 居 費 住宅の賃貸契約の費用 40万円以内
一時生活再建費 生活再建に必要な費用 60万円以内

教育支援費 高校、高等専門学校、
短大、大学への就学経費

①高校
　月額3.5万円以内
②高等専門学校、短大
　月額6万円以内
③大学
　月額6.5万円以内

就学支援費 高校、高等専門学校、
短大、大学への入学経費 50万円以内

低所得世帯（失業等により日常生活全般に困難を抱えている世帯）低所得世帯、障がい者世帯、高齢者世帯対象世帯

対象世帯

対象世帯

対象世帯 低所得世帯、生活保護世帯

低所得世帯、障がい者世帯、高齢者世帯、生活保護世帯（※のみ）

※他制度（母子・父子・寡婦福祉資金、日本学生支援機構等）を活用
　しても、なお就学費用が不足する場合に活用いただけます。

生業を営むために必要な経費 
技能習得経費及び期間中の生計維持に必要な経費 
住宅の増改築、補修等経費 
福祉用具の購入に必要な経費 
障害者用自動車の購入経費 
負傷・疾病の療養に必要な経費 
介護・障害者サービス等を受けるために必要な経費 
災害により臨時に必要な経費 
冠婚葬祭に必要な経費 
住居の移転等、給排水設備等の設置に必要な経費 
就職・技能習得等の支度に必要な経費 
その他日常生活上一時的に必要な経費（※） 

460万円以内
580万円以内
250万円以内
170万円以内
250万円以内

230万円以内

150万円以内

50万円以内



　

相
談
者
Ｂ
さ
ん
は
夫
と
２
人
暮
ら

し
で
年
金
と
Ｂ
さ
ん
の
パ
ー
ト
収
入

で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
夫
は
体
調

が
悪
く
、
Ｂ
さ
ん
は
介
護
の
た
め
長

時
間
働
く
こ
と
が
で
き
ず
、
生
活
は

ぎ
り
ぎ
り
の
状
態
で
し
た
が
、
何
と

か
生
計
を
維
持
し
て
い
ま
し
た
。

　

夫
が
亡
く
な
っ
た
後
、
Ｂ
さ
ん
の

年
金
と
パ
ー
ト
収
入
の
み
と
な
り
、

働
け
る
時
間
は
増
加
し
ま
し
た
が
、

長
年
夫
婦
で
住
ん
で
き
た
借
家
の
家

賃
が
家
計
を
圧
迫
し
、
生
活
は
以
前

よ
り
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

今
後
の
安
定
し
た
生
活
の
た
め
に

家
賃
の
安
い
市
営
住
宅
へ
の
転
居
を

検
討
し
ま
し
た
が
、
引
越
し
の
際
に

か
か
る
諸
々
の
費
用
が
捻
出
で
き
ず
、

相
談
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
で
す
。

　

今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
Ｂ
さ
ん
の

今
後
の
生
活
を
考
え
る
と
、
現
状
の

住
ま
い
の
ま
ま
で
は
安
定
し
た
生
活

が
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、

引
越
し
後
の
償
還
を
含
め
た
生
活
に

つ
い
て
、
安
定
性
が
客
観
的
に
判
断

で
き
る
こ
と
か
ら
福
祉
費
の
貸
付
決

定
と
な
り
ま
し
た
。

※

注
意
点

　

引
越
し
先
が
県
外
に
な
る
場
合

は
、
新
居
住
地
で
の
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

（ 3）（第726号） 毎月15日発行　令和５年７月15日発行

生
活
福
祉
資
金
（
福
祉
費
）
活
用
事
例

　

生
活
福
祉
資
金
は
、
貸
付
後
に
そ
の
世

帯
が
安
定
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
を

主
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
貸
付

を
行
っ
て
も
そ
の
目
的
が
達
成
で
き
な
い

場
合
に
は
貸
付
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
と
、

・
「
住
居
の
移
転
等
に
必
要
な
費
用
」

の
申
請
で
、
転
居
先
の
住
居
の
家
賃

が
、
転
居
前
の
家
賃
よ
り
は
る
か
に

高
額
だ
っ
た
ケ
ー
ス
。

・
「
住
宅
の
改
修
・
補
修
に
必
要
な
費

用
」
の
申
請
で
、
日
常
生
活
に
直
接

的
な
影
響
が
な
い
改
修
だ
っ
た
ケ
ー

ス
。

等
が
該
当
し
ま
す
。

　　

生
活
福
祉
資
金
の
利
用
に
は
世
帯
の
状

況
を
詳
し
く
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

申
込
み
の
際
に
も
多
く
の
手
続
き
、
書
類

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る

場
合
、
ま
ず
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
社
会

福
祉
協
議
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
者
Ａ
さ
ん
は
母
親
と
市
内
で
２

人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
。
主
に
Ａ

さ
ん
の
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
で
生
活
し
て

い
ま
し
た
が
、
Ａ
さ
ん
が
転
職
し
、
次

の
職
場
で
働
き
始
め
た
直
後
に
母
親
が

急
死
。

　

転
職
直
後
で
ま
だ
給
料
も
出
て
お
ら

ず
、
貯
蓄
も
な
か
っ
た
た
め
母
親
の
葬

儀
費
用
（
火
葬
費
）
が
捻
出
で
き
ず
、

相
談
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
で
す
。

　

今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
母
親
の
急
死

に
よ
る
葬
儀
費
用
（
火
葬
費
）
に
つ
い

て
、
緊
急
か
つ
必
要
性
が
高
い
こ
と
、

ま
た
、
本
人
が
就
労
し
て
お
り
、
今
後

の
償
還
に
つ
い
て
も
十
分
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
福
祉
費
の
貸
付
を
決
定
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

生
活
福
祉
資
金
を

　
正
し
く
活
用

　
　
　
　
す
る
た
め
に

⑴
「
冠
婚
葬
祭
の
費
用
」
に
つ
い
て

　
　
福
祉
費
を
活
用
し
た
ケ
ー
ス

⑵
「
住
居
の
移
転
等
に
必
要
な
費
用
」
に
つ
い
て

　
　
福
祉
費
を
活
用
し
た
ケ
ー
ス

①
緊
急
性
が
高
い
か
否
か

②
貸
付
後
に
無
理
な
く
償
還
が

　

可
能
か

ポ
イ
ン
ト

①
引
越
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い
理
由
が
、
や
む
を
得
な

　

い
事
情
で
あ
る
か
（
契
約
違

　

反
等
の
本
人
の
責
に
よ
る
事

　

由
は
、
原
則
対
象
外
で
す
）

②
引
越
し
す
る
こ
と
に
よ
り
安

　

定
し
た
日
常
生
活
に
つ
な
が

　

り
、
今
後
の
償
還
等
に
つ
い

　

て
も
無
理
な
く
行
え
る
か

③
引
越
し
に
係
る
経
費
は
適
切

　

な
も
の
か
（
家
財
の
処
分
費

　

等
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

ポ
イ
ン
ト







　

下
呂
市
に
は
五
つ
の
単
位
民
児
協
（
萩

原
・
小
坂
・
下
呂
・
金
山
・
馬
瀬
）
が
一

一
四
名
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
域
の
特
色
あ
る
活
動
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

下
呂
単
位
民
児
協
で
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日 

活
動
強
化
週
間
（
五
月

一
二
日
〜
一
八
日
）
の
う
ち
、
五
月
一
三

日
を
一
斉
活
動
日
と
し
て
、
下
呂
地
域
内

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
チ
ラ
シ
入
り

の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、
地

域
の
方
々
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
存

在
と
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員

を
知
っ
て
も
ら
い
、
様
々
な
課
題
を
抱
え

な
が
ら
も
、
助
け
を
求
め
ら
れ
な
い
人
々

を
少
し
で
も
早
く
に
適
切
な
支
援
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
密
着
型　

笑
顔
で
元
気
に
活
動

下
呂
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　

金
山
地
域
の
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め

る
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
住
民
と
の

関
係
づ
く
り
や
見
守
り
、
相
談
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
金
山
地
域
の
高
齢
化
率

は
46・４
％
（
R
5・4・30
現
在
）
と
な
り

市
内
で
も
高
い
水
準
と
な
っ
て
ま
す
。
急

速
に
過
疎
化
が
進
む
地
区
も
現
れ
て
き
て

お
り
、
金
山
単
位
民
児
協
と
し
て
は
新
た

な
局
面
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
毎

月
一
回
開
催
さ
れ
る
定
例
会
で
は
、
い
か

に
地
域
で
円
滑
に
活
動
し
て
い
く
か
を
考

え
、
勉
強
会
や
グ
ル
ー
プ
意
見
交
換
会
な

ど
を
通
し
て
、
個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
障
が
い
者
就
労

支
援
事
業
所
の
見
学
や
就
労
支
援
へ
の
積

極
的
な
協
力
も
行
っ
て
い
ま
す
。
定
例
会

を
就
労
支
援
事
業
所
で
行
い
、
定
例
会
で

は
施
設
内
に
あ
る
就
労
支
援
事
業
所
の
出

前
に
よ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
し
て
頂
き
、

交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

馬
瀬
地
域
は
、
下
呂
市
街
中
心
部
か
ら

離
れ
た
山
間
地
に
位
置
し
、
清
流
馬
瀬
川

に
沿
っ
て
南
北
に
長
い
地
形
に
民
家
が
点

在
し
て
い
ま
す
。
独
居
世
帯
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
近
隣

の
見
守
り
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
訪

問
活
動
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
訪
問
等
の
活
動

が
で
き
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
独
自
の
事
業
と
し
て
、
年
に
二
回
、

高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
絵
手
紙
を
送
る
活

動
を
始
め
ま
し
た
。
親
し
み
や
す
い
印
象

と
な
る
よ
う
委
員
が
一
枚
一
枚
手
書
き
で

宛
名
を
書
き
、
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

て
送
っ
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ
た
方
か
ら

は
、
年
賀
状
や
近
況
を
知
ら
せ
る
返
信
を

く
だ
さ
る
方
も
あ
り
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

地
域
の
高
齢
者
と
つ
な
が
り
、
気
軽
に
相

談
で
き
る
関
係
を
継
続
し
て
い
ま
す

　

萩
原
地
域
内
に
は
二
つ
の
中
学
校
と
三

つ
の
小
学
校
が
あ
り
、
通
常
の
登
下
校
時

や
夏
休
み
と
冬
休
み
明
け
の
最
初
の
登
校

日
に
は
各
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
一
斉
に
見
守
り
、
同
行
し
て
い
ま
す
。

　

小
坂
地
域
で
は
、
小
坂
中
学
校
の
生
徒

が
地
域
の
見
守
り
の
一
環
と
し
て
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
生
徒
が
育

て
た
花
の
苗
を
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て

手
渡
し
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
同
行
、
困
り
ご
と

相
談
な
ど
介
添
の
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

▲高齢者へ送付される絵手紙

▲毎朝の登校を見守る
　民生委員・児童委員の姿

▲ショッピングセンターでの
　啓発活動

▲就労支援センターでの定例会

（第726号）（ 6）毎月15日発行　令和５年７月15日発行 

定
例
会
で
ス
キ
ル
アッ
プ（
金
山
地
域
）

絵
手
紙
に

　
心
を
込
め
て（
馬
瀬
地
域
）

子
ど
も
見
守
り
〜（
萩
原
地
域
）

心
を
込
め
て
花
を
贈
る（
小
坂
地
域
）

地
域
へ
の
活
動
紹
介（
下
呂
地
域
）

▲玄関先で花を渡す
　小坂中学校の生徒
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※写真はイメージです

ありがとうございました！ありがとうございました！

「小さな親切」運動岐阜県本部 様より
寄贈いただきました

▲「小さな親切」運動岐阜県本部　土屋　諭代表（写真左）へ
　感謝状を贈呈
　県社協小林常務理事＝岐阜グランドホテル

　去る6月7日、「小さな親切」運動岐阜県本
部様より車いす10台を寄贈いただきました。
本会を通じ、岐阜圏内の小・中・高等学校へ
贈られ、福祉教育等で活用されます。

　東海テレビ福祉文化事業団では、昭和54年から、みだし
の軽自動車の寄贈事業を行っており、本年度も下記のとおり
実施することとなりました。
　つきましては、本会にて申込を受け付けますので、ご案内
いたします。なお、申込用紙は、本会ホームページの「お知ら
せ」欄からダウンロードしてください。

　働くことを通じて、笑顔あふれる自立した生活を送るこ
とができるよう、ご利用者様それぞれが願う幸せを共に考
え、寄り添う支援を第一に運営しています。 
　施設内は女性スタッフならではのきめ細かな柔軟性のあ
る支援を重視し、研修への積極的な参加を推進することで
専門性の高い人材による支援を心がけています。製造事業所 and coffee

就労継続支援B型事業所
　　アンドワークス

岐阜福祉の杜オンラインショップ URL入力の場合は
https://gifu-fukushinomori.com

　アンドワークス自慢の自家焙煎珈琲豆※と、チョコレートを使用したクッ
キーと焼きドーナツです。焼きドーナツは、岐阜県産ハツシモの米粉も使用し、
しっとりもちもちの食感が好評です。

東海テレビ愛の鈴号
（軽自動車）
寄贈のご案内

新商品の
ご紹介

※アンドワークスでは、施設内でひとつひとつの豆を確認しながら選別作業をし、厳選された
高級豆アラビカ種を使用した香り豊かなコーヒー豆を製造しています。

事業所紹介

珈琲・焼き菓子詰め合わせ
焼きドーナツ１個

、クッキー2個、ド
リップ珈琲5袋

販売価格  2,000円
（税込・送料込）

各種ご予算に応じ
て選べる価格帯を

設定予定

アンドワークスぎなん と

岐南町にあるケーキ屋ベリーベリーとの

コラボ商品を販売します！

寄贈物品　軽自動車　ダイハツ　ミライース　１台
寄贈時期　令和５年11月
対象施設　・法人格を所有している非営利の団体である
　　　　　・障がい者福祉事業に取り組んでいる
　　　　　・過去に一度も「愛の鈴号」を受納していない施設
　　　　　　（同一法人内の別施設も受納していないこと）　　　
　　　　　・車が必要であること（申込用紙に必要性を記入）
申込方法　本会ホームページからダウンロードした①申込用紙に
　　　　　必要事項を記入のうえ、②定款、③令和４年度の決算
　　　　　報告書（収支計算書・貸借対照表・財産目録等）を
　　　　　添付し、下記まで送付してください。
申 込 先　〒500-8385 岐阜市下奈良2-2-1
　　　　　岐阜県社会福祉協議会  施設人材部
　　　　　TEL 058-201-1561

⇒https://www.winc.or.jp/
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